
（様式１） 

観光社会資本の事例 

テーマ 成田国際空港 

【施設の状況写真】 

   

 

 

【施設の利用写真】 

        

【観光資源としての利用状況】 

1978年 5月に開港した成田国際空港は、日本の表玄関として数多くのお客様にご利用いただいてきました。

現在、成田国際空港を利用される航空旅客数は１日あたり約87,000人にのぼり、開港以来の合計航空旅客数

は、５億人を超えています。また、その他にも、空港見学のお客様、お見送りやお出迎えのお客様等、数多くの

方々に、日々成田国際空港をご利用いただいております。 

空港の周辺には、離着陸する航空機を身近に見ることのできる展望台を備えた航空博物館や、さくらの丘な

どの公園があり、数多くのお客様に楽しんでいただいております。また、空港中央広場でのクリスマスイベント、

空の日フェスティバルなど、年間を通して様々なイベントを実施しています。更に、空港ターミナルビル内におい

ては、季節にあわせて日本各地の風物詩を展示し、国内外のお客様に観光のＰＲを行っております。 

日本各地の様々なイベントを紹介する展示を行い、

成田国際空港を利用されるお客様に対する観光ＰＲ

も実施しています。 （写真右：秋田竿燈祭） 

航空機を利用する方だけでなく、空港へ見学などに来訪される方々にも楽し

んでいただけるよう、各種の施設を整備し、色々な企画を実施しています。 

（写真左：さくらの丘      写真中央：エアポートクリスマスイベント） 

成田国際空港の旅客ターミナルは、世界各地へ出発

される方、到着された方など、毎日、数多くのお客様

で賑わっています。 

日本の空の表玄関として、成田国際空港には、国内は

もとより世界各国から数多くの航空機が飛来し、国際

拠点空港としての役割を果たしています。 



（様式２）

テーマ 成田国際空港 

【社会資本の基礎データ】 

○名称     成田国際空港 

○所在地    千葉県成田市 

○事業名    

○事業主体  成田国際空港株式会社 

○事業期間  １９７８年５月２０日開港 

【社会資本の役割・効果】 

 ○成田国際空港の概要 

  １９７８年５月２０日、増大する首都圏の航空需要に対処するため、既存の羽田空港を国内線

専用空港とし、国際線用には新たに空港を建設するとの政府の基本方針のもとに、新東京国

際空港（現在の成田国際空港）は開港しました。 

以来、幾多の試練にさらされながらも、日本の表玄関として非常に重要な役割を果たしつ

つ、国際交流の活発化とともに着実な発展を遂げ、国際航空ネットワークの分野において確固

たる地位を築くまでに成長いたしました。 

２００４年４月１日には、空港の設置・管理を行ってきた新東京国際空港公団は民営化し、

「成田国際空港株式会社」として新たなスタートをきりました。また、同時に、空港の名称も「成

田国際空港」へと改められました。  

○成田国際空港の運用実績（開港以来の累計） 

◆ 航空機発着回数   約３００万回 

◆ 航 空 旅 客 数   約５．２億人 

◆ 航 空 貨 物 量   約３,４００万ﾄﾝ 

【位置図】 

 

【関連ホームページ】 成田国際空港公式ホームページ http://www.narita-airport.jp 

              成田国際空港株式会社ホームページ http://www.naa.jp 



 


